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Jiyo KA\V.'\ l\.1l.:RA 司 StudiむS on Crackin 話 of Paint Film との<i ted on Wood H 

Durabili1Y 臼f paint film O!l ply wα)(1 Llnder c 文 teriur 叫とathじ ring

喜草 笛 ノト外装j日合以0)耐久ド|をトロせるでなる 4 紛のマ:(1ぜ~ヰ反ミ

や設;切れ守三日) )11なる 10 干;If主主 (1)ノと金迭した。 これを() i{:.ILUHI外!とばくろし総栄を l色絞検討しだ

のである 3 耐久れの判定ぷザーとしておよび ff絞友而の f守的状熊及ヤング係数， rlll げ

絵吾川:主し， これらの総合的汗111日をおとな J

{HlJ;-j~の給月とう 1'1 r~1祭絞め;会注くり，.)， , m'liヲヤング{ぷ J占的係欽〕およびやj土 lι的

(ブJ ラス弘、乞 i色づくしゃ断悦)口)後れたL会示、lが出ü久干L7J.{J~ < , フタ }Ì/~去ι 本 r，ゴ

ノレワレタノ州 I1行中:nんの伶 :1史官J 久々1:が後itており J {!!-!ペイント p アクりノL 品f ピヱマノレ γ ョン J全半いま

1県耐久性が-J;っているととがわかった η また s 会紋去似の :~~)5rJれが1全波耐久性tL~'全く去五終 L，れ

ヰの犬きし/~収は月間耐久件カ談才しの実耐久間どりえる影響は，漁料のいによって)注が

:ちり s 主岐による透;J( しゃ防[十J の肢も丸山、 γ ク 1) ノレ mトピ .T..7 ノν ション主主料が他0)没料よりも僚と影伽

ミけた。

りた， 'I止紡ヰ:じつにさいたねのほうが汗さi淡耐久ゴカい I豆タれまくろによる fT似(心日記J主低ト以，

f、制Jより?一話会長三きくじア守じら校竺 1 ;1. 1 ，，;久性 71ぜす吋、↓ほど合江〕浅県庁ふが干し

ゴミ任主1" しだ J

タi、 =.&J 日子17 仕えに j会談 1 ノ 6 問の限外、はくろ iとよってf会肢の久tl:をべたの

イ、f収QコタfrliJ 久れ :;~-I['J I き ?とつに歩合表同そ[を去とし太附1日記iおよび l市校、れち

引いない力?とがある"

人(ノ)ため:て f千三長ふるし ì(土レジンシ ト l' などが多く円J てヰ三ゎ-，ごわりの効

尽をけ心さ 1" る/こふうにう 相人 L ごオ(JTによる Ji長 fjt.k ， 21又:5 -'-Jiこ i子:絞 ;ζt~き5 した

3J 1 A' ~ノ lノイ似の| して川中毛二た淑(!;が ω 。

~~Î，:伏では出!応;注入台前えやす ノ、 L/ イ ('i'Vιlふ引ご1 、トじうえ -;"if す悦子十I 外 i況がれていないQ

，十九 山〉介与え{マ、. ìぷタトば〈ろ ノ 辛子(.i二 3 制"1" 11店主臼!ーな '1+ るお

主そおこなソより

だ験:と H'HJ した f毛利は，綬外主金利の物ft1 tドjおよぴ機械 If:J作l'，1(Qを調べ，その rjJからタイプの異なる

HR努!のをiLJi.j)( tノ;， 。

合板 i :J: jzfJiO)芸評IJれ〉一平およびよ，fí仮序さを没ヌた 10 した。

4 全半、12: 10 組対日〉合阪を虻1 み合わせて試験j1jそ作り， J仏外(まくろをおとない， 塗il英耐久↑と設

仮ベをするよ坊主そそ♂

/(，i~ 手 IJ !fI , 1 Wood Utiliz 目 i
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立

fJ íll 絵)]立の iÐn川j守二りょとて機本実験ici'f)刊する問料な返択し，民外 !:f くろ試験の結果ぞ会バ F る V1 的じ

械的性質を測定し/こ c
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1. 

外!袋店 ~2末、トとして Tabl巴]1)に示したものが 117販されており，それぞれニ卸会料はその日一 1iE:~(特徴があろ。

との試険では主主肢の応)J .ぴずみ i[jl線を担Ij)_[~，検討して，その1浮から柔らかく、てにiぴが大きい咲Ii立，

くて付lびがノl 、さい詮，r-j~( ， ，@i くて利Î /) í~nl cλf全の :3 ムHnとほかに外渋川とし最も的!こf)~われてい {;IIぺ

11 口)吟半、i をL!:l，]えし"イント(柔らかくて比較的{IÌl ぴ、が大きい) ;ε加えアp

供~lZ;塗車、!の担~裂は月くのとおり(~'ある。

以下む I1ペイン|沼間ペイント 5ム二イ斗平予言分 92.3 wt 9-九じ]i[[ i 鉛調合 itll ペイント(白可l'ぬj泊料 55 wt% , 

トと『れず〉、ノ

不揮発分 64 ¥vt 96，関西ペイン l 製〕。フタ Jレ酸棋脂訟料(内出鉛およびチタン l"=:i 40wt% , 

i
h吋

:不 .FF~fÔ)} 42.7 \1'lt タ九i、 3 古を合t fp イゾシアネピニ Jレウレタン樹脂主主料 crfn~4 36 ¥vt 96 y 

イント製〕。

20wt タム不何発分 40.2 wt 96，大日本主主料製)。アクリ Jレ酢ビヱマJレシ戸ン塗料
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( 1 ) 析しし、主主脱

油ペイントおよびアグリル酢ビコニ宇ノレジョン jIT，]検 l誌はヤング係数小会心引張り強さは弱い含 しかしヲ

破壊や11びが大きい柔らかいタイプの塗院である。刊に p アクリノレ問ピヱマjレション塗肢は塑 Jド1:変形が)[常

きく p 品交 j衷{申びが 14096 をとえるイ点在示しfこ。

ブ担ノレ液体;脂塗肢はヤンク係数が;尽く 3 引り労1:'\ が(叉月j塗最も取し J手して， id壊伸びが自OFM

をこえるので政壊に要する仕事量が最大でおり 9 始じんタイプの没収である。

ビニノレウレタン樹脂治j艇は引張 iJ 的さは噴いがヲ 破壊仲(三使用塗:判中設もノJ\ さく 3 がj 25~ぷでおり，

硬いタイプの民主院である。

( 2 ) ウェリ川…メータ併で道化させたやIì見

塗波形成機憾の相li主 Jとより~ ~，まくろ中の凡，;)) ひ 32み引まiVJl司王!と同分台れる。すなわち，一

次元構造をとる j涌かけ型渋肢はばくろ主たは乾燥 H }JXω噌加にともない，その 15反り立~ü さが増大し含その

後売さ化による減少を示す。これに反し溶液型塗!i英(線状高分子で硬化による分子量;変化がないもの〕では

引張り強さの増加がみられず，減少だけそ示すわっ

使用した塗肢のうち， フタノレ険制約， ピニノレウレタント討おおよびアクリルi*î\ピエマルション ;λ ヤング

よぴ引限り ~rtl きが明大し，破壊伸びが減少した。しかし，油ペイン卜は怖かげ担主主料lともか 7J、わら

ずウ 1 ザーメーター 100 サイクノLノのばくろ守ヤンク守係数のみの lf!i))<[ てて， 1 日り刊さの増加がみられず，破

壊が1 1 びが減少した。

このようにすべての冷肢はウーにザ→メ F タ，ヲ 100 lr イクノレの(まくろによハて， i忍い 7令岐に変質しと〈

3. 動力験的試験

動力学的試験として，勤i(J料i ~市陀測定校~';を m い， (11請な1売の到 ((Jij!f' ~[ヰ〈および領土字会測定 L ，

j員失~_lF'r1t xt~の祁しがらガラス転移jjj皮げいを求めた c

実験 )J 夫

応)] .ひずみ測定のときと|司じ17法で白由設)j長7;;.什 1同 3mmX長さ 30mm のたんざく形試験}十を

f卸会本'15 枚ずつ作製した。

動的治弾性測定装置パイブロン (DDV'II 歩京守F ノレドウイン~)を使用 L，試験片を装置に取り

付U 51]寺 r1î アユト ノルレしてひずみ/をZ壬.J収反 J切J汁余川r:lしい/λ\吋fた、f干

;常t常引:η?誌凱E臥l より rC/mi凶n で界沼焔l き+吠て歩周波数 110 IIz で動的よ利![キておよび損失問料}存在測定し介。

実験結果

各穏塗料の動|下]似 JドIAミお【工び損咲日↑のif;1ßtrltl~~~40~ Fig , 2 1, 2'-2~ 川千くおよび Ta 符日政ノl'

5 個の平均11立で Table 3 示 'r コ

動作:JS単位ネはど工ノv ウレタン tHll\1 i子料およびフタノレ I'W樹脂溶料がく，アグリ Jレ fWI:I"::l? }レシ 1 ン険料

および ;rllペイントば l けたも低い、

1'g は汁11ペイントが長もほく，付近tとある。仙の恰，f]~~ ば 37 ，.41 0C の範 1とあるハ

1[IJIY:ß単性率からはビニノレウレタン樹!!日塗料ヲツタノレ|浪松町数料は仙のさよりもなjい検 Ilt~であるととが

わかる O

Tg からは出バイント j} ;j U，の冷料よりう干慣がほいか， TJ Ifj!J 斉IJ (J"'.J I~'ご働く 1k\jÌ干起の成分が多いとと JZノ

してし、る。
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υil J，と してし、るため!又刊行がいさオ l ， J;iSJ.I が

自リnや L日休乙，て þLS;，りが:Jè\~1二すお。 これらが

, ;t'l~による

よはず8'
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Tab!c 4. !日化 )iliúT~に子斗:ずる慾肢のつずみ (ε) および内応、j] (仏) (2,n::) 
Strain (ε) and じuring strε(C\) in curing pτり亡css ()f 

実験 jJ 法

paint 五1m at 23'C 

塗 iê'l
Paint 

イント
pamt 

palnt 

Cヌ
(kg/l百rr12)

。.007ヲ

7 ミ アCl01

;J, 06 1.. 1117 

lコ .83 U2/0 

各淀川を Ji ラスルこ注11i し， 23 0 C, 48 I冷却後2 塗)[史 lと点をつけ p スグリュウコンパレータ~-- (桁)又

1/1. 000 mm) で原点目距月Iiゐを ðHl;ijしした。

次に設J~~くをガラス根からはく献する Q ミ校はUllí!IJtひずみの江支によって収制ナるので，皮お:ぷ

を測定した。

両者の値よりひずみをコよくめ， えとれに静ヨヤング位、数を;車、じて，化過程における詮;以ω内 I~:lj )1む)J とし

tι 。

〈千三ミ料 20ιIr測定し/こ。らお， iilij�.iD[l は j足立を 230C こしたの

ヲミ験おら

イLJ@fs;lで先生した徐いJ内 j~;þ~;j) (C，.) の、iノ、able 乙ノ'j ~"s!- () 

仁\二 1レウシタン樹脂冷半、[，ツタノ1/阪三H n\:t 1主rl ノt イント，アグリノレ↓ユマ):〆シロ i) も 2 ♂ J

3 けたも j\きいじs 去っj之、LJ iこ ο

('"の大きい浴車持fIヲ γ ン夕、的役二J 土び九が ':j く百!い山であ\，，) 0 

C" の小さいアクリノレ~t'1' 1二二c -;: )レションと料は諮 ÉI':I.Jf ング係数が低く?上1:校二な塗を形成する2)

のさ応ケ出お乙りやずいためでdうろうの

!1Iペイントの Cs {立浪も小さい。 ずのぎ:料も γ ング係数がほく p かっ，色{品分が以二誌に少ないた

めに司ヒ 1とともなう体積収品がごくわずかなためと考えられる。

C討が詮:以耐久イ ζ忠影響をおよばすととから考えると， ìHIペイントおよびアクリノレ昨ピエマノレション

主主料(ますぐれたきさ料である

1lI j室外ばく

jユ術試験によコて選んだが主長l{の塗平1.;を 10 主主郊の命絞 /'l~ 塗布し， ぷ一外ぱくろをおこない主主;民|耐久性を

測定したけ

L 実験方

1. 1 [!~試 i託収

Eド←板:フィリピン立レッドラワン (Shorea l1 egroseηsis) のロータリ肝}jJ_板を用いp 災害IJ札ヰヱを変える

ために示オごと 800C， 24 n寺市]の処却を拾い 哀割れヰくを小さくした単板と知処恕原木から製造した
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:)00 になるよ 7/、/ t/ 一品ント〆 C!三わ

レ fこ。

ツタ孔flペイント 164. 224/J, ?、→行抑Jíと主干ごふ 台以衣 ω;良えも lCO

ン訴"1 、 f 94. .143/' 1(/ '/ ノノクリ/L-'l川上、エ二/レウレタン弘行1:ロノ142/' ，11対

ぴ) -'_) 

千三、似の峰又サギ

ために z 示板紋科[ーと也;::'j )JI(，jの収粕を測定した。

i~;1ずつぺ片し， :2rc IごしJた恒そろの関係湿度考f"

ヂ刈

，うにつ

怪談素地となる仁、似のか山口る

2cm ::~ (JJl >; 
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、able 7. 合板の上r .tfi 栴

Vencer c口llstructlon

成

m
 

/
1
¥
 

註 JI.;
ー

v巴neer

4 叔 I ìぷ心板 心板
Face : Cr�8s b呂nd Core 

A 1.0 

B 1.己

C 2.0 

D 7.~) 

E 0 

さ
f 

O工

o 

自白 8.6

B 時 9 ヘJ 史 1

9 己

10. 之内~10.

10. へ.10.5

合版記号の説明j

Explanatiotl of marl王 of ply刊Nood

*!'Z :災
1、hickness

t;-" ._lr 
i 手\

)J'. C 

venccr (mm) 

Al 

A,t!; 

Bl 

Bg 

C! 

Cg 

Dl 

Dg 

El 

1て京

命以0) 全段?守費支
Specif� gravity in Gven rlry of plywOGrl~ afe O.H-O.hO g/cm '人

。リ

40761こして試験 1;Aを平泌させたの泣くに，交を 1 %!min で]二持させ，最大lrt'iを 9676 にしててこで、F衡さ

せた。さらに， 95タD RH から 40労 RH ド 1;年させた。その司における合板のiI多ìli] , 1以j 店長をユ~~iíヲ!トラン

スを用いてしたの

以外 lまくろ試験

，ろ試験)' 11- 'J 法は :30 crn;ノ 30 (j) L大
山

ù,'M()) _~i~包ると力 1よ九 ;Y~) (.こ .j およびノ合ブ

l ノメ 卜 :r}j 'L.I. 。コ亘支えはiI]:;1 おこ江、

試技ノ1\ 以 lま 1 ;)1'1 , ,;1' 1 らo ;ヅ
¥ !'_ヲ

屋外!まくろ:ばくろ試験J\を林業試験的林注宜主屋上(東京目黒〉に南 rlrì 45 0 で設慢した。 m:ýHJ <ろは

G 千四 i陸続したペ

)ぷ外ばくろ riコの測定JJi 日: ( 1 ) 営迎合板および合以上塗肢の劣化状態の同察。所定期間ごとに肉 [j[[ ，

または 5 倍率のノ、レーベで鋭察した。

前U~~耐久性を判定す一るには多くの悶察頃日があるが3 木実験では完全快割れ，はがれ3 チ 3 ーキング(山

'1引じ)をt込山したっ普通合阪は飽裂， :f表者隠のはがれそ観察した。



生木村の塗1吏，~IJれにぺいで(第 21~) ()IIH) ーヲ

( 2) {，ilJX、全長命似(DI'JÆ/J<↑之)ìJl，IJ\E() {;首阪や訟政治、!じに土らはう;以/}:'i'!:.()) g~~1';.~; /0' み乙ため，ータト

(j'く λ 前 1 特 iド般に 3 iえと Gcrn ~3 ，:)(司 111ω 試験，1-'1 を/白川 5 川ず )fi:\!U: した。 JIS Z 2104 の以ァ'J(!主 iJii i

ノケ封、によ 1-) ，作+J;~ 表 ifq または主主í1~~ r [í i よりの股水おを D~liÂíごし行。

(九) 、JFH立子~，Hーら塗うLfT阪の伐fJ;i，;.(r'Jiコ:Jtlの iJI.IJíi~o 足 ýliまくろ IÌij iおこ， UJ v; 的コおよび iii] ヤンク係以

>1守し/こ。以験j;(IJミさ(ボ似の絞)iPJ) 30 じmX'i1iÌÍ 6 仁 m と叶'U 5 イずi'I:製し，オー卜グラブ(出

作製作所製〉ぞUよい，台以|司ぶJ主林H!， jちに咋:じておこなコ 7こ 1

な，問げ試験;立(まえゐヨにしておこなっ允n

実験結果および考察

2, 1 (~，阪の JJ日長，収

台前の交 1じに文J ご) ，Jγ公変化本をノ災f川れ、与の小之、 t ì 〆た Fig. ~)} 人会い阪<~z Fig 

1 こ >J~すハ

il及出il\:mのれにともないよャ阪は!Jルるが3 パ 1(，i /)5 1Ji1!J)(ふれて C. 九とj 表仕え主; iJ)( �) cfi)1 きが L\似{日じ

ν 、 c

Fi法芸 3 占去〔己J沼z割[リi オれ[〆4牟iのイ小\さい乙

j奴反 fのノ心i) f;詰訂出九川'1点lt! 皮 T多夜3芝化[じ~ iに:対 jず~ 

、j 法変 IL~ヂ

Dimensioll cli乱 ll 'þミヒ日仁刊

《りγding to humidit) 

じ b~an只 ()f the p!ywoods 

仁OHlpOSじcl of the f孔仁G

ven巴er with 日light 叫

i 札the 仁heじks

A~E' 

Please refer to the Table 
7 for details 

時間 Tlme 

。仁

0'1 r.明 γImeυ

Fig~ 1 よ'，1; 11 )， 1 にさい 17

すて ())?}If没-( i:, I~ 乙 i、J

I ï)、 J土

UimensiolJ chι1Il日仁、 ;:lC ャ

cording 10 humidity 

chaロge of the p!ywoods 

conlp03日1 of th巳 face

vcnccr 竹 ith dcc)J ]athe 

checkぉ。

A~瓦 以日乙り

Please refer to the Ta ble 
7 for details , 
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表1 反 15ヨ;さの影羽f

J奴が厚くなるほど合収の 4 法変化率が大きくな

る予 この傾向は?見守I1日経i直後 p 平衡に述したとき特lこ強

し R害IJれ二千1))大小に関係なく同じ傾向長語、しずこ。

合板がij0~kおよび収桁する場合否校若!習でjj)J きが抑制さ

ていろため，去 C2:f)私d立政二1"('腐を JJ~\'として !JU[;iと jl!長

以ヲ以執行会繰り泌す o その結県，表(~~) ;txが浮くなるほ

ど合似長IÜÎにおじる技者間による J711点効~lh7)i~1守イ膨張お

よび凶不がjiQjjlj したものとコラえられる。

J<町板序

1< 

J! " U fJ jz-{ì より 11-!j: lUJが終するにしたがいはほ i に近づ

カq-Jか uに {_:jC 、相関がまうるこ

以{~Jjt'7r担初はJ之般の去みが膨張寸る ζ 乙が芯え

られ，ま:十1胞による五j さ拘束効来が1売れず，表似!!F3 と JJE3

必ヰ〈 ω11.\]0)柄涜が低くなった心

。

4ト Lathe 亡 heck ! 
吋ト La the check 9 

95 '/, R ト!

。

@ 

話 20

8 
孟
0>, 

o_ 

匂♂

O 

CJ) 

C 
三1.5
由

主
的

、.，.

0 

斗~

C 
<lJ 

210 
<lJ 
O 
u 

k
d
 

門
U

川
村
匹
一
円
相
E

日
ぱ
川
内
山
か
ゆ

1主燥巡視では乾燥もぜl!こも l骨川、倒関がみら;) L る p

J必行f(I -B之 lと燥状'i14 (2rC, RH 40タt) 4-後f)を採用したため

こ Z しは

。

におとったり，~，家で， 肢の以桁試験のどとく j比Iij状態を誌

以れネωJ;1:S~~

11J I_; 1託収椛1)，文の合阪をj士A1bt j 〈)と p 災訓;11 本ωA: 三いに?

WHζ1 才l. 1~， :t ~，ノス白lLj防止巨と liilmなすとなる f、

1.5 20 2.5 30 
Thickness of 千ace veηeer 
表土世波厚さ (m 'lì)

Fig. 5 炎 11J鼠JTjf さと

Relation beいN巴en thicknes，ち of

face veneer じnd coeffieicnt of 
:swelling of plywo口(].

し、。ノJ" さし\ちのより.Il，0IJl~) 十:ノ〉小

こ、外;ょすい"'ど;日&~1î:1Jil L深淫そ支えあために!ぷ本企;J ，な日jlj!jI_\)'V.〆;ーしたものと j訴え1Hto) もの J云佼，!lj し

しているものと考字決 f[ で製造した合以壬;;;l

ιァネA
/1..-/'-0 

合板が転法/11も哀割;{TI;'i，\が拡大 L，問答IJれを;閉じる。このように l守板。i)店1よu 収こ対して裏羽Ij し

が下一渉 LP 哀割れネが大きいものほど膨張3 収平年i"舎がノトさく i:J_ったと立さえらわノる。

なお p 〆川恨の膨収納本におよほ言表(長)板j手さ p1Z割れ本のはIßJ)Q，を繰り返しても|司

じよう 1~'CJ_:1;.l)/ITtごコ

i 笠」た(夫 J 似がく本ノ主い合絞さがノ!、主 ('ì +1足心!) ;1ぷ収納ょ~，) ']Zé小

y 
〆下;，rえり:y~ JL!L {~し J くれ ζ し 1 ふと

?を装合阪の )1山長。 11;ほは ?~~:ìJ喧合以より ;ìU! I支が遅いどけで ， _\[/~1員rYJ.および frfli:'j は 1，]じごある。

以外ばくろにおける首介仮，全校台絞り久性2抱 2

� '~:;. .ìlll 台以()Jム IÍí I

が内11 してし冶二JこいIl お〈の主的 lt三 1 もない「本ァいまくん 1& 1:こし位、j丸山I!こ裂が現れァ

のどの部分 Jこ発止したか)2::'~叫べた。その結巣，合紋表

Imlこ聞はした)注管およびその辺郎2 放射今日織?木織総すべての構成虫;誌に捻生したがp その形態は地

っていた。

l長クHまくろ 5 かノ1 íðt , 
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う、 'J ぺ二日与 γ ゾ 、 二ど立" 令ト以決 1'，

守似ト。そり日Nこは去しょと ;i ，1

じような六き了工波が治ら 2 し了こ ç ふ Dg, 

Eι 又 はく{九円が;iJI奈された。
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イ"ì)NのT，]J損 l
Kind of 
plywoocl 

ホ
小

普通合板および塗談合板の屋外ばくろ結果

Exposure ratings of various paints on plywoods 

by exterior exposure testing 

ばくろ期間
Exposur巴 period (nlonths) 

24 33 48 72 

93 

6.8 
;J 

Table 仏

/¥.1 
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勺
/

1
ι
O
J
J
O
-
-

おl

O. 7 

9.7 
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3 

Bg 
9.3 

:3 
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り， tl

9.1 

9. 
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Dg 

10 

10 

10 

10 
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ハ
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!日

4 

つ
ん
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陥

ハ
り
ノ
只5
υ
3

ハU

P 10 10 

Ph 9 

V :0 Q ア

九 7，ひ斗

24か月後すべての塗料にチョーキングが光生
24 month : Chalking occurred in all paints. 
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凶
m
r」
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十一

nJ 

山
」
コ
凶
O
ハ
凶
V
ヘ
μ

弘
山
相
、
出

五) ど心 6[l 白U

(よくろ閉山 I"ime 

Fig. (ﾌ ]..;::外 lまくろによる口、似 (AI) 1.冷

狭山劣化否定lJJ半過

Ch札口広 ()f the Lailurじ 01" pμint 

J�lms on plywooc[ (Al) by exteriｭ

or exposure testlng 

ブタパノ出キドω{ì~ i0絞の宍:化がi!~

バょ;ミネ fll も /1ノなかぺだ r

毘外iまくろ 72 かJ]後で色表格(俄紛プji Í: IJ (、こ

ト〕た冷Wt，切れが校本?パ，1.祭された科肢:で，づ、

やはく飢:土交 '1: しなかっ犬一一

ブタバノ般は liiíi 'i，Hそ冷っべ、γ のイ~，f)_X:

j ア，ノ~fJi c以内人 Jむド ;1刊のほど守!土めら

，~ ， ι 

ノ l ん， -

〔手元三かり寸~ rl2 か)]i乏でも

の必2)iがなしむEぷ冷:1' 1 1 1 1 肢もすぐれた塗/1は

11ぱ夕、↑示した〈

二ノレウレタン hd f! fì i1ミホ|の JI}{;~ 24iJリ J

日ぎると友阪の \itt;U.i I'IJ トて沿ったりミ H~~'~;:;Jイし

がだI1“いこの ';1;1) オ L(U:ý i土少ないか， j之さ

IjlMがノl三台かっ j千 J 試験1'1 全体としでは 48 か

吸も fず H~l ',i;IJ ;I ll!川、JLìfi交 ((J ノゴJなか ) 1.:" し力、

qa 
-
-
よ

p~， n 

一一「一一一一←… 一

, 
ζ〉 で?ミ^

一一一 一 一一一 J 一一一 一一一一一一J
2/j 810 20 30 んじ 60 eo 

よくろ時l 盟 rlme 川l 川、

ド i i{. 7 h~外 lまどろによろ介仮(八対

JPii 0) J:j' [1:先/U壬j~~

Cha日記むりf the f乱ilure of paint 

f�ms on plywood (Aωb予 ex­

tenor exposur色 testmg・

Ph川o. 1 {III ペイント詮il誌に先生した包rp:b'，の

:i~iJJïf I_- および剥向性(被主主介紗;友ねに也事'J

がみられる〕

。i イリふ出タトばくろ 72 かJJi t::

AlIigatori乱g cracks ancl scaling of 
oil paint 0日 plywood (Dl) after 72 

months exterior exposur巴(じrack日
01' fa仁日 vell町、 r ()f plywoud (日n bc; 

observedl 

L, にの時刻 lとなると紋中 fT恨のjど習が川il ク\['1 に l 十〕主:) L .iJ，\.j して六 k，すな ;1) 収カくな

;ぼま〈rL片吟恰千令t'，)l映史宗引剖IJれ1双tが三多5 く なり， ;f主羽引1;1リ川1リl伐才れLがj大t 子今r く な〆るj ft附「門吠?究j[刈:Ijぜが 1み失ん 1れl 大 ぞ して， ?災ii2剖月甲別|け11れ不ヰくが 7犬ミ fささい「介~l!似込[は土:少!レ)tな主い

i)ω) J. りつ i可f幻マ寸1悦史山附ヤ;'，J耐j

! .~記己山υω〕とと fカJ)ら Eg イ介'ì i似j;Lj:一の、阪|耐久')'[が最もす?った c

はくりが認められなか J fょっ

72 か月後，大きな J利!日 ~Jj:IJ;I-(，の下の命保に之がめられた しかし 3 冷 11必のはく lijíí がなく p 妓'Sì民の

Eg 介散を泳けば 72 か汀後でも!万ザウLの必要がない

二 jレウレタン刷 IIU訟判はブタノレ円安ト川ミキ iについで「く z した?1i fll~~~ :fU-j 久門交がした。

アゲリノ(/j'111 ピ、 ~J二マノレシー]ン i~~ri は 2 ，1 か月 l iIと合 .tI:i CJ) TÆ矧 1" 関係なく， タ験円 l士一よthiの彼維)j向て
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沿った徐殺到れが発生した。塗狭山jれは時閣の経過tとともない，割れ数およびJfco:\ノ!こが増大した。塗肢のは

く附および主主脱出jれω下に合板の包裂も観察された。

3:3 か月後，ほとんどの AJ阪は実用上 IfJ竺誌が必~である ο しかし， Eg fT叔のみは 4 か月でくも桧!12

1fljれがじ，その後も劣化が問者lこ進行し 72 か月後主主肢が完全に破i哀し， そしてはく離した。 立た p

子阪の後者間もはく離した。アクリノレ問ピヱマノレション治判手。 Eg{)-板余っ fこものはヲ 9 か)cJ 去に平く

一令、 ，ゆ

2 ふつ j~o

認耐久性に対して設料に IIJN伎をつけると，アタ Jレ 1耐~，ì JJ伝塗末、l が設もすぐれ苦 ピ、て )1ノウレタン出 Ill'í~N"j

-j))次に良くヲアクリ Jレ昨戸コマノレシ 1 ン予告rL 治ペイント L土 lìíl2 者より相当 :'}J' る FIÍ ぎの比較ではアタリ

)[ノ rfl' 1二エマノレシロン塗料がirliペイント上杓わずか lア良い。

主主膜耐久性に与える合板穣類の影響

禁制れのよ三和j 与え;t;:!J(L率の六きいものは小さいものにltベ、治1[児Díi久山に;尽影響をおよばしている。しか

し，菜押jれの影響程度は塗肢の碍新iとよ「てズ1がおり p アクリ jレí'íi ピエマ )Lノジ刃ン~~*n"~j:仙の険料よりも

影響が大きかった。

ゲミi反尽きの影皆 友仮厚さと f0H~~lìli~ 久↑![ゃの却には顕著 t;; ~~;'1~~がみられなかった 3 しかし，表板の肢も

い A 也、板と最も浮い E 合板を J叶えすると， fE7奴の膨張および1(:);'桁;キ〈の大きい E イ'ì 11Ji 1 の没収耐久性;'j\

劣っていた。

与11れネが大きく，かっ;古板がJβ も)'手い ßg 介絞 l土奈川~~ Ff~ ~ 0) ;~~~影特が司I二な，ピ削民 lilil久川)1 試

合板r[1で最も烈かった。

屋外ぱ〈ろによる吸水性の変化

Table 10. 以 JJ< 忌/じ対照

Results of wat巴工品bsorption (gfcm2. 24hrXI0 3) 

ばくろ前の 犀タトばくろ己

plywood , 
Amount of ミvatcy i\..nlOUな::: of ¥Vc 

coated plywood 
bf':ﾍore cxterﾌcr expo.suγe after (; Y巴乱rs cxterior CXpOS1.ll"己

:h g g 
of 

ch巴ck Max.' Min. 'A.ve. Max. Min. 

法 jm ù 仮
Non-coat吋 日 13.4: ，19. り

plywoocl 
1111ペイント
。il paint L 9: 4E1 1 λ り() :)フ 3 11 

plyいパ)OC]
7 タノレ般市ミノ介

，1ヌ ? 7 ぺ ぺ l 4ι9 il 白 l とう ;).日 J.Y Aム υ、 9. l' 1 :'. 
Phthalate resi 日
じoated
!こ J二ノレ

全装f?似
.urethanc 3 司 9' '_) 3. 1 1 ぺ ぷ'. �.9 lUo uつハ'，-1 ， / 勺

coated 
plywood 
アタリ
シヲン
Acryl vinyl :;. () ] 1:. ~) ~~O. :,) 日~ ll:. 

acetate 巴ηlulsion
coated plywood 
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アクリノレ密'f ピヱマ jレジョン塗料は裏千戸jれ率の大小による差がなかった。この主主料;土新しい主主!漢の透7k し

ゃ断が思いうヌ lこ多劣化による校n5~の ~~Jれやはがれ，被ぢ険1合板の包裂や援宅活

乙μH時寺問後の股y水J<_盃益が飽和 lにと;達主するので差がz穿現r見1才れLなかつたと考えられれノる O

戸長限の透*-しゃ断性の低下1と与える表仮厚さの影響はp 設料のwう去を Iはわず 111]らかでなか「大こ。

屋外{;:fくろによる普通合板および塗装合板の強度的性質の変化

度外ばくろ 6 年後の I!l!げーヤング係数 (Eù) および曲げ強さ (σ/)) 安保持ギ〔ばくろ前 lと対する害IJ A-) 

Tablc 11 IとノJ'す。

あ為。

�)t( ，~首命、 {Jj (!) I引

行 ;ITI<~仮は前述したどとく. J主外 lまぐろ 3 か)J より表J仰と亀裂が発'1:- し， 年)J の経過 lとともない発注

し，そのため，乱裂iむからより多くの雨水，光線および懐柔などが多合仮内部へ似入し 3 塗装合本反よりも

接着時の劣化が平しかっ大きかったのそのうえ，光線，間金三:および潟十~J烹!などによる木本!日伎の大きな

劣化とあいまってIi-Eい保持本を示したものと考えられるハ

直 fT恨の A廷は}~板がはく月けしたために iJ!iL主ができなかったの

6 年|叶のjゑ外ばくろによる弧度低下をユド均値で JI:_校寸ると p 前談役板は ilqi邑介板より保持率が高く，

Eb 2.09 {古および町 2.22 ぽであったヲ

役，Ir~~がfT板与を保護する効果が1;11皮保持守、ziこ|列 1I市に J\;\:li.

iq~料宿:切日 Ij にみると， アクリノレr:fj:ν 工マルシ守ン少年 10) 強度f'iH寺ヰ〈は平均で Ez， 75.396，びb 75.096 
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塗装木村の竺股割れについて(節 2 桜) (川村〉 - 17-

あり，最も低い値を示した。 ζ 口〕塗料の場今は透水しゃ断三容が惑いうえに，塗l皮劣化が大きいためにこの

ような結果となったと考えられる。 Eg 合板は表~jがはく 11jjl:したので測定ができなかった。

油ペイントの強度保持率は平均で EIJ 83.996 , σb 83.896 で， ?~校劣化が以しかったわりには好結来を

示した。 ζ の主主料の乾燥機構が泊の般化宣合のため， I也の主主料より 30~~40 f;1iの乾燥時1mを必要とした。

それゆえ， 1由が合i反中 lこ深く fß:透し 9 オイルブィニッシコと同様な効果を発揮して16\ 表而塗肢がf!lくと

われでも表板の材質劣化を遅延させ，かつ，合版、の JjBJJく性を向上させるのでこのような結果を示したもの

と考えられる。

ピv二 Jレウレタン樹脂塗料およびフタ ;v授樹IJn塗料の強度似持率は， 平均でそれぞれ， Eó 88.0，内 84.0

および Eó 92.7ラぴó 95.2 :.?i万五し 3 すぐれた裕限耐久山 lこ比例して II-'J し 1 強度保持率を示した。

!!!~談合阪の ~rrU支保持ょ判主治耐久性および透71くしゃ断怖が噴く影き干し歩 これらの性宜 /yhJ ぐれた塗料を

塗装した合仮が強度保持不も高かったの

~d1度保持率を行、板のね類でlt絞すると 2 金主主料とも Eg 命板が惑かったほかは去が少なかった。

表液が同尽の合板間でjち絞すると設11山1キが六きい也、松は小さいものより怒い。

N まとめ

屋外ばくろにおける塗|決耐久性を向卜ムさせ，その結呆合l阪の l耐久住宅‘ ir司とさせる日的で尖l肢をおこなっ

fこえ、

予備試験によって向 r1!詮伎の!後械的および物浬的を測iとしたうえで 'l 矧の常利を選択し， 10陸刻

の台tL-i ~こ塗2えした。

との訟法令板と 'N，@台奴を屋外lこ 6 年l判\まくろし，その íltj 塗 l民およびイヤ阪表l-(n O)劣化t!~怨?以水号 9 曲

げヤング係数および政さなどを品、j定した。その結果，

(1) 主主校合 i'J5Zの主政再久住と仙の定股白との関速をわかりやすく一民投 (Table 12) にしてぷす。

Talコ1e 12 級分げによるイリ&:J二の塗映耐久[11，透ぶしゃ断r;1~皮似f寺本土手と内向性肢の

物怪(内， +~tl氏;川との関係

Rclation bctv,ecn th巴 grading of durability of p�nt ﾍﾌlms on p1ywood 

and that. of physical, 111巴じhanic乱] propcrties of freむ五1ms

談合板
plywood 

自由主全 1良
Free 

料
Paint 

Fi1m durability 

'vVaterproo五ng property 

R己l.ained after f E� 
6 years of lσb 

1、巳nsi1e strcngth 

Y OLNG'S modulus 

Dvnamic 1110dulus 

問主5
Not巴

Expos己d 6 years 

Exposcd 6 y巴ars

Static 

By tensile te8t 



- 18- 林業試験場研究報告第 299 号

機械的および物理的世質の測定値は，いちばん高いものまたは大きいものを 1 とし→ 4 にグレードをつ

けた。ただし，内部応力のみは小さいほと、塗膜jlITj久性がよいと言われているので円 債の小さいものから

大きいものへ 1 → 4 にグレードをつけた。

自由塗肢の強度，物理的性質のすぐれたものが塗膜耐久性がよし空室膜耐久性のよいものは主主肢の透水

しゃ断性および塗装合板の強度保持率が高い。

破壊伸びが大きい塗瑛p 硬化過程に発ととする内部応力が小さい塗肢が付着目ニや耐塗侠割れ性がよいと言

われているが，しかし，これに lえする実験結果となった。合板の長大膨張歩収縮率と屋外ばくろ後の塗院

の伸び率との差がないか，または，後者が大きければ塗陵部れが著しく少ないはずである。それゆえ，こ

の問題は今後追求する。

(2) 合板の種類と塗院耐久性の関係をみると号表割れが塗膜耐久性lと強く影響し9 裏割れ率の大きい

合板は小さいものより塗脱耐久性が悪い。

理由は，水分変化による空会装合板の膨張状縮は常に繰り返されている。その際，表割れに応方集中がお

こり，隣接部に木部制れしや放射組織の割れが生じ，あたかも裏苦手]れが伸びたように観察される。この割れ

が合板の亀裂となり，塗!漠割れを作る。

この現象は長3訪れ率の大きい合板は小さいものより顕著に現れ，前報17)でも同じことが認められた。

裏割才しの塗渡耐久性lと与える影響は塗料の積類で去があり，透水しゃ断i生が最も惑いアク 1) ル酢ピエ7

Jレション塗料が他の主主料より強く影響した。

表校厚さの塗膜耐久性に与える影響J3p 重l;!;IJれほど顕著な傾向はみられなかった。しかし，最も薄い 1

mm の表板と長も目立し， 3mm のものを比較すると， 水分による膨張3 収縮率の大きい 3mm の表板は塗

朕耐久性が惑い。

(3) 屋外ばくろによる塗i漢の透IK しゃ断性の低|、は塗!俣の劣化傾向とよく一致し，劣化が大きい塗肢

の透水しゃ断性がJ想い。

塗肢の劣化を総合的にí:ë長ずるために 3 ばくろ中 iこ主主慌の透水しゃ断↑主をil!ù ることは有意義である。

( 4) f意外ぱくろによる合板の強度的性質(曲げヤング係数，曲げ強さ)の変化をみると，塗装合板は

普通合板より強度保持率が高く，屋外ばくろ 6 年後でほとんどの種類が 2 倍以上の位を示しp 塗l院が素地

を保護する効果が明瞭に認められた。

塗肢の劣化や透7l<しゃ断性の低下が強度保持率に影響し，劣化の大きい捻料を塗装した合板の強度保持

率が低かった。

屋外ばくろによる合板の強度的性能の低下は，木材質の劣化とともに後着層の劣化が強く影響している

ょうである。
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Stmlies on Cracking of Paint Film coated on 羽Tood II 

DurabHity of paint film 0鼠 I)lywood und日r exterior weathering 

Jiro KA'>1はMURA( 1)

Summary 

In thεprcvious paper*l , a paint 五1m (二racking on soIid wood and p�vvcod was reported. 

In this paper, mech乱nical properties of 開int 五Ims ln static and dynan且ic modes w己re

m悶.surむd ， and degradation of thes己 propcrties of p乱irはおms und日r acccle叩土ing cyc1ic test W2,S 

obS駻ved. On the basis of thc.se results, th己 durabilities 01 plywoods coated 日文terior pain ts 

expos己d under ext記rîor w日ath己ring for six ye呂rs wer己 discussed.

Rεd lauan (Shorea negrosensis) rotary cut v巴nee士s were used凶 The veneers were graded 

into two groups accordin符 to the dep lh of 1乱the checks, slight (1) or d巴巴p (g). The depth of 

lath巳 checks werεmeasurcd by microscopic obsξrvation of cross cut of face veneer. 

The kinds of plywooc1s we問 tested in thisεxp巴riment. By means of com1コination of difｭ

ferε立t thickness vene巴rs ， th巴 five司ply可plywoods having diHerent thickness (8.5 , 9.0, 9.6 , 10.2 and 

10.5 mm) wero mado. The bonding 乱bh巳8ive vvas ]TI色lamine-urea rεsin. Thεse plywoods wer邑

c]aSSJ 五巴d into two groups by the dcpth of lathε check of fac巴 vcn巴巴r ， respεctively ， slight (1) 

and deop (g). D色pth o[ lathe check, dcnsity of lathe check，呂nd su主facεroughness of face 

γ日neer，日nd v巴ne己主 constructions were showァn in T呂bles 5, 6 and 7. 

Four kimb of 己主工erior paints uscd in this investigation were as follows: lho oil paint 

(55 wt % zinc oxide pigment, 92.3 wt 劣 noロvola tile con ton t) th巴 phthalate rcsin paint (40 wt 96 

zlnc oxidc pigment and titanium dioエide pigment, 64.0 wt 96 uonvolat匀e content) , the vinyl 

urethan巴 r巳sin paint (35 wt 96 pigment, t}江田 wt96 isocyanate, d2.7 wt 労 11011刊

Received October 20, 1977 
(1) Wood Utilization Division 
*) Akira NAKAMURA , Jiro KAWA¥1URA : Bul1. of The Gov. For. Exp. St. No. 176, pp. 187~214 (1965) 
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and the acry1 viny1 acetate 巴mulsioロ paint (20 wt 労 pigment ， 40.2 wt % nonvolatile content). 

Thes巴 paints w巴re coated on the plywood surface by spray gun. They wer巴 applied 500 g/m2 

with thr巴日 coats. Before coating, the plywood surface was sandpaper巴d until fresh surface 

appeared. 

1、esting method : 

Stress-strain behavior of paint 品1ms : The specimens h乱ving the size of 10 mm  in width 

(W) by 100 mm  in length (L) by 0.25 m m  in thickness (T) were conditioned at 20'C and 65 

% RH. Thirty frεsh paint 五1ms and thirty paint 五1ms exposed by accelerated w問thering

machine (carbon arc type) for 100 hours were prepared for each kind of paint. An Instron 

type mεchanical tester was used to determine the stress四strain curve , a tensile str巴ngth and 

a static modulus of the p託int film. 

Dynamic modulus and glass transition t巴mper旦tur色 (Tg) of paint fIlm: Five sp巴cimens

having the size of 3 mm  (W) by 30 m m  (L) by 0.2 m m  (T) were prepared for e旦ch paint. 

A nonresonance, forcεd v巴rlical vibration instrument was used to determin巴 th巴 dynamic

mechanical propεrties of pain t f�m and 'I、g of th巴 paint 五1m.

Int己rna1 stress caused by shrinkage in curing process of paint 五lms : The distance betwe印

two marks of paint 五1m on glass w乱s me乱sured by a screw comparator (accuracy 1/100 mm). 

And th巴n ， after pe色ling the paint film from the glass, the distance between the two marks 

of the paint film was m巴as立red again. Th巴 interna1 stress of cured paint film was calculated 

from the strain of the shrinkage and the static modnlus of the paint fiIm. 

Water absorbing test of the coated plywood : Five sp巴clnl巴ns having the size of 50 mm  (L) 

by 35 mm  (耳7IT) were prepared for each thickness of th巴 coated plywood. The 五ve sides of 

spεcimens except th巴 coat邑d surface were sealed completely with parafl� and vaseline s色aler

in ord巴r to prevent water penetration, and then the tests were carried out by JIS Z 2104. 

P巴τcentage of swelling and shrinkage of thεplywood : Five specimens having th巴 size of 

30 rnm (L) by 20 mm  (W) we士記 prepared for each thickness of the plywood. The specimens 

were allowed to r回ch the equi1ibrium state under th巴 condition of 27'C and 40% RH , and then 

the relative hurnidity was rais己d at the rate of on巴% per min. until 95% RH. As the secondｭ

ary step, thc relative humidity was reduced at the same 悶te until 40% RIL The dimension 

chan疋es of thc specimens were measured by linear transformers under thosc conditions. 

Exterior weathering test : Thr在日 speci立1cns having th巴 size of 30 cm by 30 cm \Ver巴 pre­

par巴d for 巴ach thickness of the co呂ted plywood. The sides except the coatεd suτface of the 

sp巴cinle立s were sea1ed yearly with enamel. These specimens wア己re exposed to th巴 Wεather 

in a45 deEτ巴巴s ang1e position against the 1evel, facing s01.1 th, in Tokyo for six years, from 

March 1969 to March 1975. Durability of the paint 五1m (ch色cking， cr丘cki11g ，江aking ， chalking 

and 巴tc.) ， modulus of elasticity, modulus of rupture in bending and r巴sistance of wat巴r trans-

mission were measured every year. 

Results and discussion : 

1. St昌tic mechanical behaviors of th己 paint films : Results arc shown in TabIe 2 and Fig. 

1. In fresh paint 五 1ms ・ The oi1 pain t 且nd the acryl vinyl 乱cetate emulsion paint had low 

modulus , 10w tensile strength and v己ry high elongation (about 70 to 140タ6) at break. Thus, 

these paints were ch且racteriz邑d as soft typ巴s. The phthalate resi立 paint had high modulus, 

high tensi1e strength, hiεh elongation at breaJ王旦nd the high巴st energy r色quir巴口lent to break. 

This resin was characterized as tough type. The γinyl urethane resin paint h且d high modu回

lus, high tensile strength but 10welongatioll at br己ak. This r邑sin was char旦cterized as hard 
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In th巴 paint 五lms after 邑xposing in acceleraLed wむatheril1g machin巴 (carbon arc type) : 

'1'h巴 increase of the exposure time raised th己 modulus， but dccreased the elongation 乱t break. 

In th巴仁司se of the phthal品te r巳日in paint, thc vinyl ur巴thane resin paint and thc acryl vinyl 

acetate emulsion paint , the modulus and tensile strength w思re Incτeased but the elongation at 

br悶k was decreased by thc exposure in weathering machine町 1n th巴 case of the oil paint, the 

modulus was increased and the tensile strength and the elongation at break w巴re d巴creased

by the exposure in w巴旦t.hering machin己 The hardness and brittlen臼S8 of almost 註IIp乱ints

changed rapidly by acceler乱ted weatheri日g.

2. Dyn乱mlc rnεchanical properties of the p乱int 五Jms : Dynamic modulus, the glass transiｭ
tion temp巴rature and the int記rnal stress in the curing process of the paint 五1m are 

shown in Table 3, Fig. 2-1 and 2 2“ The dynamic moduli of the phth社late and the vinyl 

urethane resin p旦ínts wer巴 youghly 1010 dyne/cm2, and those of the oil paint anc1 th日 acryl

vinyl ac巴tate 日mulsion paints w巴re roリghly 109 dynefcm2 , The glass transition temper旦ture

of the oil p呂int was 25'C, and those of the other p旦ints were about 40oC. The internal 

stresses of the phthal抗日 and the vinyl urethane resin paints, that h呂.d high dyn丘mic moduli, 
weYe high and those of the acryl vinyl acetate emulsion and oil paints wer巴 low，

3. Swelling and shrinkage of the plywoods by moistur巴 ch乱nge: T、h巴 swel1ing and shrin,‘ 

kage of the plywoods weYe coYr巴lated with face v忠neey thickness of the plywood. When the 

face ven丘er is thick, the sweHing and shrinkage tend to become layg己匂 For instance, the 
swelling of the plywood having three millimeters face veneer was about 1.6;% , while that of 

th巴 plywood h旦γing one millimeter f旦ce ve立eer was about 0 ，75銘 (Figs. 3 and 4). 

4. Water-proofing prop巴yties of the paints usεd for plywoocls coating. Before we乱thering:

Thc best value of the w品toy-proo五ng was 90;% for the vinyl urethane resin paint, and the 

worst valuo was 60タì) for the acryl vinyl acetate emulsion paint lt indic乱tes th旦t the w乱teト

prool�g prop巴yty depends upon th巴 thickness of th日 paint film on the plywood in Fig. 8 乱p­

par己ntly. After weathcring for six ye乱rs : The watey-pr口ofing propertﾍes 0[: th巴 acryl viny� 

acetate emulsion paint 叩d the oi1 paint on th巴 plywoods were deterioraied more than the 

phthalate resin paint and th巳 vinyl urethane resin p乱int. Th巴 W巴atheyed painted surf乱ces of 

the formers showed many 五 1m cracks, large fl日kes ， cracks of tho plywood and byeakages 

reaching thc glue lay巴r. Close 呂greemenL betw己en the deterioyation of tho w旦tey-proo五日g and 

the degradation v呂lue of the paint 五1m is shown il1 Tabl日 9.

5. Results of the 色xterior weathering test : Res111ts 乱r記 shown in Table 9. Aft巴r threc 

months expOSl1 re, many checks and cracks occurred on the nOI1-coated plywood, and then 

developed yapiclly as the weathering proc叩dεd. After 72 mOl1ths 日xposure ， the glue lay色r of 

thc plywooc1s were damaged due to furious cracks. Thc oil paint 五1m on the plywoods w己ro

not so durable to th巴 exterior vγea thering as th邑 phthalate al1d 1ho vinyl urcthane resin paints, 

bccause checks, cracks and flakes whlch deve10ped from the cracking and cur1ing occurred 
carlier than in thc case of the other paints, and the degradation rate was high. The life of 

phthalate resin paint 五1m on the plywoods J 品目ted longer than the life of the oth巴r pail1ts for 

the 巴xterioy 、í\leatheying， Ranking of th巴 four pail1ts used for this test aye as follows : Th記

bcst paint is the phthalate, the good paint is the vinyl uretha l1e, the fair paint is the acyyl 

vi口yl acetate 日mulsion ， and th巴 pOOy P乱int is th巴 oil paint. The lathe ch巴ck of the face ven巴er

had a considerable eff巴ct 011 the beh呂vior of tho pail1t films in th巴巴xterior. Moreov告r ， the 

paínt 五1m failures as checkiて19 ， cracking and rlaking weτe y己lated to th巴 thickness of th邑 cleay
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pa古 t from top o.f !athe check to surface. Since many 五1m cracks occurred at the thin cle乱r

part of the face veneer, the effect of the fac巴 veneer thickness was little. 

6. The conclusions from this εxperim悶士: Conc白rning the paint 五1m， th巴 resist旦:nce of 

water transmission, the tensile strength, the modulus and the Tg have an important rel旦tion

on 也君 durability of the coated plywood, and the paints having high邑r values of th色S巴 pro­

perties are more 以lvantageous than the paints having lower valuεS of them (Tabl日 12). On 

the basis of plywood coating, the principal factor i8 the lathe check of face ven邑思で. The 

plywoods coated with the phthalat巴 and the vinyl urethane resin paints, which make durョble
paint films, retain the modulus and the modulus of rupture in bending in high proportion 

aft己r the w巴athering. Th邑 other paints having more poor durabilityア were less 己宣告ctive on 

the protection of th巴 coated plywoods against the weatÏ1巴ring. This indicat巴s that th巴 dllra­

bility of p呂int film is also effective on protection of the coat巴d plywood. 




